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■ 階 級 的 労 働 運 動 の 構 築 を め ざ して

72春闘 にの ぞ む わ れ わ れ の立 脚 点 =全 国 労 活 (準)世話 人 会

巨大 な る擬 似 運 動 =前 田裕 吾

少数 派組 合 の 問題 点 =佐藤 芳 夫

民 間労組 にお け る組 織 分 裂 の分析 =根岸 敏 文

討 論  マ ル生批 判 の視 点

産 報化 へ ひ た走 る労 戦統 一 の歴 史 的意 味 =清 水 一

レポ ー ト 全港 湾 西 成 分 会 /電通 臨労 支援 共 闘会 議

三 菱 長 船 労組 /全昭 電 青年 労働 者 共 闘会 議

労働 争 議 地 図

2季 刊 労 働 運 動 編 集 委 員 会
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